
世界で活躍する日本人 
 世界で活躍している日本人はたく

さんいます。医療、科学、文化、数

えだしたらきりがないほど様々な分

野で力を発揮しています。中でも、

みなさんにとって身近なのはやはり

スポーツでしょう。今日はバスケッ

トボールの最高峰ＮＢＡで２年目の

シーズンを迎えようとしている「八

村塁」について紹介します。日本人

はもちろんアメリカでも応援される

プレーヤーです。以下の『 』は、

雑誌「Ｎｕｍｂｅｒ第 41 巻第 22 号」

より、八村選手と高校時代の恩師の

談話を要約して引用したものです。 

 

「自信」～壁を乗り越えてこそ～ 
『僕は、自信というのはバスケットボールではすごく大事だと思っています。高校、大学とずっ

とやってきて、レベルが上がっていくごとに最初はまず壁にぶち当たって、自分でそれを乗り越え

て自信になっていくと感じていました。そういうところでは、壁を乗り越えて、デビュー戦２試合

で活躍できたのは自信になりました。』 

 

みなさんも自信がなくて、答えがわかっているのに発表する一歩を踏み出せなかったり、自信が

ないことでテストの解答を記入するのに時間がかかったり、部活動で自信をもってプレーできなか

ったり・・・だれもが最初から自信があるわけではなく、壁を乗り越えてこそ自信をつけていく。

神様は乗り越えられない試練を与えない。乗り越えることができる人だからこそ試練を与えられる。 

 

夢から明確な目標へ 
 『Ｕ－１７世界大会、楽しかったです。大きな舞台で自分よりデカくて、強い選手と毎日試合す

るのが楽しくてしかたなかった。得点王はうれしかったけど、次はチームが勝てるようにしたいで

す。世界一強いアメリカ（３８－１２２で日本は大敗）がいちばんハングリーだった。あれは衝撃

的でした。大差がついたのに最後まで本気で向かってきたことに驚きました。それがいちばんカッ

コいいことだし、だからこそ世界一強いんだってわかりました。僕、この大会に出てますますアメ

リカに行きたくなりました。』 

 『取り組む姿勢を直せばアメリカへの道ができるんだ、と気づいてからの彼の成長は本当に早か

ったです。Ｕ－１７世界大会で得点王になったことで、「ＮＢＡでプレーする」ことが夢物語から

明確な目標になって目覚めたのです。そこで「アメリカの大学に行くためには勉強しなければ」と

決意して、あれだけ苦手だったのに必死にやることで、進学に結びつけたのだから本当にたいした

ものです。彼の優れたところは人の話をよく聞き、その人が言おうとしている真意を理解できたこ

とです。ですから、アメリカのようなレベルの高い環境でやり合えば伸びていくことに確信を持っ

ていました。ただアメリカの競争社会の中で生き抜いていけるかは心配でしたが、それも英語が話

せるようになったことで自信をつけたのだから、相当な努力をしたのだと思います。』 

  

夢が明確な目標になった瞬間から、苦手であっても一生懸命取り組み、結果を出せるパワーがみ

なぎるんですね。また、学年目標の１つである「素直に謙虚に聞こう」精神ですね。みなさんも、

まず夢をもち、そして夢が明確な目標になるような体験をしよう。 
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1998 年富山県生まれ。

中学１年でバスケットボ

ールをはじめ、全中に出

場。さらに名門明成高校で

全国優勝を果たし、アメリ

カ・ゴンザガ大学へ進学。

ＮＣＡＡトーナメントに

１年生の時から出場し、昨

年ＮＢＡワシントン・ウィ

ザーズに入団。ドラフトで

指名されてＮＢＡ入りし

たはじめての日本人プレ

ーヤー。203cm、104kg 


